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１．研究計画の概要 
本研究では，保存治療分野におけるさまざ

まな治療法への抗菌性モノマーMDPB 応用の
可能性について検討し，抗菌的アプローチに
基づいて生体を守る「次世代の保存治療デザ
イン」を探ることを目的に，抗菌性モノマー
MDPB の歯髄保存療法への応用，MDPB の根管
治療への応用，MDPB の外科的歯内療法・歯の
再植療法への応用，MDPB のマルチパーパス接
着処理剤への応用，MDPB に対する耐性菌出現
の可能性の検討の５つのプロジェクトを推
進する。 
 
２．研究の進捗状況 
各プロジェクトの進捗状況は以下の通りで

ある。 
レジンモノマーが象牙芽細胞様細胞の増殖，

分化，石灰化に及ぼす影響を，MTT アッセイ，
ALP 活性測定，リアルタイム PCR，Ca 量測定，
X 線回折等により評価したところ，増殖と石
灰化に対する MDPB の抑制作用は Bis-GMA よ
りも小さいことが分かった。また，MDPB 配合
接着システムと Ca(OH)2 製剤による直接覆髄
の臨床成績を 2年まで比較した結果，両者に
差がないことが明らかとなった。 
浮遊，バイオフィルム状態のいずれであっ

ても，MDPB が感染根管関連細菌に対して強い
殺菌効果を有することが確認された。また，
5% MDPB 配合プライマーを組込んだ根管充填
用シーラーの作製に成功し，試作プライマー
が感染根管関連細菌を短時間で殺菌できる
ことや根管象牙質に対して良好な接合性を
示すことが確認された。さらに，抜去歯での
感染根管モデルをほぼ確立するに至った。 
MTT アッセイ，ALP 活性測定等により，MDPB

の骨芽細胞様細胞の増殖と分化に対する抑
制作用は Bis-GMAよりも小さいことが分かっ
た。また，試作封鎖用レジンについて，物性
や歯根象牙質への接着性，抗菌性等を評価し
た結果，5%までの MDPB 配合では接着性や物
性に影響がなく，抗菌成分非溶出でS. mutans
の付着が抑制され，かつ良好な封鎖性が期待
できることが明らかになった。一方，基材用
レジンとしては，稠度が低い方がより臨床応
用に適していることを見出した。 
HEMA ベースの接着処理剤の場合，十分な接

着性と嫌気性菌に対する殺菌効果を得るう
えでは 5%までの MDPB 配合が有効であること
が判明した。 
MBC の数倍以上の濃度の MDPB は，数十秒以

内で S. mutans を殺菌するが，sub-MIC でも
増殖や糖代謝活性を抑制することが分かっ
た。これを基に，S. mutans の耐性獲得を評
価するための実験プロトコールの確立に至
った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
各プロジェクトとも，試作レジンの作製，

細胞や細菌を用いた実験，および材料特性評
価実験については全般的にほぼ予定通り達
成できている。根管治療への応用と耐性菌の
評価で，予備実験に時間を要し，本格的な評
価の開始がやや遅れているものが一部ある
が，これらについても 適な手技・方法をほ
ぼ確立しつつある。また，歯髄保存療法への
応用における直接覆髄臨床試験も着実に進
行中である。ラットを用いた動物実験に関し
ては，信頼性のあるデータ採取のための条件
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確立に向けて現在も予備実験を繰り返して
いるところである。 
 
４． 今後の研究の推進方策 

歯髄保存療法への応用では，象牙芽細胞様
細胞を用いて，MDPB 配合接着システムの歯髄
の治癒への影響について細胞レベルでの検
討をさらに進めるとともに，直接覆髄臨床評
価の期間を 3年まで延長する。また，動物実
験による歯髄の反応検討の試みを継続する。 

根管治療およびマルチパーパス接着処理
剤への応用では，臨床応用に値すると考えら
れる試作レジン組成の確定を目指して，より
臨床を意識した様々な条件下での評価を行
う。 

外科的歯内療法・歯の再植療法への応用に
ついては，MDPB 至適配合濃度と基材レジンに
ついての検討を，封鎖性の点からさらに推し
進める。また，動物実験については，時間的
制約を考慮して，未分化間葉系細胞を用いた
in vitro実験でこれを代替するよう計画を変
更する。 

耐性菌出現の可能性の検討では，全遺伝子
情報が解明されている S. mutans 株を用いて，
他の抗菌剤も含めて検討を進め，耐性の獲得
が認められた場合には，遺伝子レベルでの変
化の検索へと発展させる。さらに，S. mutans
以外の細菌種でも耐性獲得の有無について
検討する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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